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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

前第２四半期
連結累計期間

第71期
当第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 (千円) 5,428,885 6,658,697 12,109,967

経常損失(△) (千円) △187,584 △106,296 △66,117

四半期（当期）純利益又

は　　　　　　　　　　　四半期純損失

（△）

(千円) 1,047,646 △96,659 853,538

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,304,187 △105,834 1,248,528

純資産額 （千円） 8,056,902 7,861,945 7,729,335

総資産額 （千円） 17,508,871 17,786,223 18,037,915

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

四半期純損失金額（△）
（円） 37.33 △3.44 30.41

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.8 43.1 41.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △14,553 427,430 633,389

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 2,431,595 △126,910 2,043,142

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円） △2,147,225 △302,384 △2,419,236

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高
（千円） 2,231,414 2,236,449 2,242,744

 

回次
第70期

当第２四半期
連結会計期間

第71期
当第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成25年
　７月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）
（円） 39.39 △0.15

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式が存在しないので潜在株式調整後1株当たり四半期(当期）純利益金額は記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は次の通りであります。

平成26年3月に中国においてボールねじ、アクチュエータ、工作機械の輸出入販売を目的として、平湖黒田捷納泰克

商貿有限公司を新規設立しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第2四半期連結累計期間における経済状況は中国経済の成長鈍化による世界経済への影響や消費税増税等に

よる国内消費の縮小が懸念されたものの、政府による財政・金融政策の効果等により回復基調で推移いたしまし

た。このような状況のもと、当社グループの主要顧客である半導体・液晶市場に加えて自動車市場も堅調に推移

し、受注高7,255百万円（前年同期比1,603百万円、28.4％増）、売上高6,658百万円（前年同期比1,229百万円、

22.7％増）となりました。利益面に関しては、前年同期に比較して増収となったものの、残念ながら経常損失額

を縮小するレベルでの回復結果となりました。主な理由としては、利益率の低い製品の売上が増加したこと、人

件費、電力料等の増加を主因とし売上原価が前年同期比1,114百万円増加したこと、販売費及び一般管理費が前

年同期比75百万円増加したこと等に加え、8月に実施した基幹情報システムの全面刷新により生産面で混乱が発

生、受注や売上にも影響を及ぼし、収益の足を引っ張る要因となってしまいました。結果として、経常損失106

百万円（前年同期は経常損失187百万円）、四半期純損失96百万円（本社土地売却益を計上した前年同期は四半

期純利益1,047百万円）となりました。

セグメントの業績は以下のとおりです。

〇駆動システム

当事業セグメントの主要顧客である半導体・液晶市場が堅調に推移したことにより、受注高3,357百万円（前

年同期比885百万円、35.8％増）、売上高3,019百万円（前年同期比618百万円、25.8％増）となりました。利益

面では企業買収によるのれん償却等の影響はあったものの、営業利益52百万円（前年同期比5百万円、11.3％

増）の結果となりました。

〇金型システム

新型ハイブリッド車向けのモーターコア受注が好調だったことにより、当事業セグメントの受注高は1,851百

万円（前年同期比618百万円、50.1％増）、売上高は1,729百万円（前年同期比465百万円、36.9％増）の増収と

なりました。しかしながら、相対的に利益率の低い製品の売上が増加したことに加えて、前年同期には営業利益

を計上していたマレーシアの子会社が大口顧客の生産低迷により営業赤字と不調であったことなどにより、営業

損失178百万円（前年同期は営業損失164百万円）の結果となりました。

〇機工・計測システム

ツーリング事業譲渡による生産終了商品の集中的売上や好調な自動車業界向けのビジネスに支えられ、受注高

は2,058百万円（前年同期比103百万円、5.3％増）、売上高は1,921百万円（前年同期比148百万円、8.4％増）と

堅調に推移しました。しかしながら、構造改革によるコスト削減効果はこれから実現されることもあり、営業損

失56百万円（前年同期の営業損失119百万円）と損失縮小レベルの結果となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比

較して6百万円減の2,236百万円となりました。各キャッシュ・フロ－の状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

営業活動の結果、増加した資金は427百万円（前年同四半期14百万円の減少）となりました。これは主に棚卸

資産の増加、税金等調整前当期純損失などにより資金が減少した一方、減価償却費、仕入債務の増加などにより

資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

投資活動の結果、減少した資金は126百万円（前年同四半期2,431百万円の増加）となりました。これは主に有

形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

財務活動の結果、減少した資金は302百万円（前年同四半期2,147百万円の減少）となりました。これは主に長

期借入金の返済を実行したこと等によるものであります。
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(3）資産、負債及び純資産の状況

当第2四半期連結会計期間末の総資産は17,786百万円となり、前連結会計年度末と比較して251百万円減少しま

した。これは主に仕掛品の増加等により流動資産が171百万円増加したのに対し、固定資産が423百万円減少した

ことによるものです。

一方負債合計額は9,924百万円となり、前連結会計年度末と比較して384百万円減少しました。これは主にファ

クタリング債務の増加等により流動負債が253百万円増加したのに対し、退職給付に係る負債の減少等により固

定負債が637百万円減少したことによるものです。

また、当第2四半期連結会計期間末の純資産は7,861百万円となり、前連結会計年度末と比較して132百万円増加

しました。これは主にその他有価証券評価差額金が91百万円増加したことによるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は141百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 74,800,000

計 74,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
 

（平成26年11月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 28,100,000 28,100,000
東京証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式であり

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり単元

株式数は1,000株であ

ります。

計 28,100,000 28,100,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年7月1日～

平成26年9月30日
－ 28,100,000 － 1,875,000 － 468,750
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

パーカーハネフィン マニュファク

チュアリング ユーケー リミテッド

(常任代理人　みずほ証券㈱）

55 メイランズアベニュー ヘメルヘンプ

ステッド ハーツHP2 4SJ イングランド 

(東京都千代田区大手町１丁目５番１号

大手町ファーストスクエア）　

9,400 33.45

 ㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 1,381 4.91

 黒田浩史                  神奈川県横浜市神奈川区 1,169 4.16

 黒田精工取引先持株会 神奈川県川崎市幸区堀川町580番地16 832 2.96

 ㈱横浜銀行
神奈川県横浜市西区みなとみらい３丁目

１番１号
748 2.66

 三井住友信託銀行㈱        東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 616 2.19

 朝日生命保険（相） 東京都千代田区大手町２丁目６番１号 500 1.77

 簡　文治 神奈川県横浜市鶴見区 441 1.56

 損害保険ジャパン日本興亜㈱ 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 412 1.46

 日本生命保険（相） 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 377 1.34

計 － 15,876 56.46
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年9月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

33,000

－

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数1,000株であります。

完全議決権株式（その他）
普通株式

27,992,000

 

27,992
同上

単元未満株式
普通株式

75,000
－ －

発行済株式総数 28,100,000 － －

総株主の議決権 － 27,992 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式289株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年9月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

黒田精工株式会社

神奈川県川崎市幸区堀川町

580番地16
33,000 － 33,000 0.11

計 － 33,000 － 33,000 0.11

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

当社の監査人は次のとおり交代しております。

第70期連結会計年度　　　　聖橋監査法人

第71期第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間　　　　太陽有限責任監査法人

なお、従来、当社が監査証明を受けている太陽ＡＳＧ有限責任監査法人は、平成26年10月１日に名称を変更し、太

陽有限責任監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,268,188 2,261,893

受取手形及び売掛金 2,790,680 2,721,113

商品及び製品 432,684 447,994

仕掛品 1,143,207 1,198,977

原材料及び貯蔵品 493,558 527,189

その他 583,480 725,151

貸倒引当金 △26,133 △25,183

流動資産合計 7,685,667 7,857,135

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,636,058 2,574,687

土地 1,926,258 1,888,125

その他（純額） 1,615,988 1,458,140

有形固定資産合計 6,178,304 5,920,954

無形固定資産   

のれん 1,464,169 1,397,256

その他 360,497 401,782

無形固定資産合計 1,824,667 1,799,038

投資その他の資産   

投資有価証券 1,447,950 1,600,632

その他 903,112 609,958

貸倒引当金 △1,788 △1,496

投資その他の資産合計 2,349,275 2,209,094

固定資産合計 10,352,248 9,929,087

資産合計 18,037,915 17,786,223
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,525,863 2,698,035

短期借入金 1,221,133 1,221,543

未払法人税等 51,271 35,385

賞与引当金 118,593 125,541

その他 833,996 923,940

流動負債合計 4,750,859 5,004,446

固定負債   

長期借入金 1,818,164 1,584,828

役員退職慰労引当金 123,012 115,771

環境対策引当金 93,872 93,872

退職給付に係る負債 2,310,525 1,884,536

その他 1,212,145 1,240,823

固定負債合計 5,557,720 4,919,831

負債合計 10,308,579 9,924,277

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,875,000 1,875,000

資本剰余金 1,451,395 1,451,395

利益剰余金 2,784,189 2,906,597

自己株式 △7,663 △7,746

株主資本合計 6,102,921 6,225,246

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 409,787 501,148

土地再評価差額金 801,078 790,228

為替換算調整勘定 472,469 404,074

退職給付に係る調整累計額 △271,588 △256,336

その他の包括利益累計額合計 1,411,746 1,439,114

少数株主持分 214,667 197,585

純資産合計 7,729,335 7,861,945

負債純資産合計 18,037,915 17,786,223
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 5,428,885 6,658,697

売上原価 4,183,175 5,297,706

売上総利益 1,245,709 1,360,990

販売費及び一般管理費 ※ 1,497,434 ※ 1,572,449

営業損失（△） △251,724 △211,458

営業外収益   

持分法による投資利益 7,401 5,282

設備賃貸料 34,839 27,201

受取ロイヤリティー 43,723 46,449

助成金収入 22,556 21,912

その他 85,272 121,082

営業外収益合計 193,792 221,928

営業外費用   

支払利息 58,798 41,767

シンジケートローン手数料 26,999 －

その他 43,853 74,998

営業外費用合計 129,651 116,766

経常損失（△） △187,584 △106,296

特別利益   

固定資産売却益 1,284,309 2,189

特別利益合計 1,284,309 2,189

特別損失   

投資有価証券評価損 589 －

固定資産売却損 － 1,766

固定資産除却損 1,867 0

クレーム対策関連費用 67,000 －

本社移転費用 18,452 －

事業譲渡損 115,591 －

事業構造改善費用 43,504 －

特別損失合計 247,004 1,766

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
849,721 △105,873

法人税、住民税及び事業税 27,572 29,293

法人税等調整額 △225,566 △23,339

法人税等合計 △197,993 5,953

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
1,047,715 △111,827

少数株主利益又は少数株主損失（△） 69 △15,167

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,047,646 △96,659
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△）
1,047,715 △111,827

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 69,092 91,360

為替換算調整勘定 187,379 △70,115

退職給付に係る調整額 - △15,252

その他の包括利益合計 256,472 5,993

四半期包括利益 1,304,187 △105,834

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,293,821 △88,752

少数株主に係る四半期包括利益 10,366 △17,081
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
849,721 △105,873

減価償却費 321,933 330,093

のれん償却額 32,330 50,541

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20 △923

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,069 6,947

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,120 -

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,003 △7,241

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 7,641

事業譲渡損 115,591 -

受取利息及び受取配当金 △13,768 △13,593

支払利息 58,798 41,767

持分法による投資損益（△は益） △7,401 △5,282

有形固定資産売却損益（△は益） △1,284,309 △423

有形固定資産除却損 1,867 0

売上債権の増減額（△は増加） 51,071 61,899

たな卸資産の増減額（△は増加） △74,831 △111,313

仕入債務の増減額（△は減少） 124,011 172,804

その他の流動資産の増減額（△は増加） △73,253 △69,559

その他の流動負債の増減額（△は減少） △69,586 134,592

その他 4,219 △1,561

小計 58,468 490,514

利息及び配当金の受取額 13,768 14,584

利息の支払額 △51,421 △41,861

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △35,368 △35,805

営業活動によるキャッシュ・フロー △14,553 427,430

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △363 △3,810

有形及び無形固定資産の取得による支出 △119,442 △151,036

有形及び無形固定資産の売却による収入 2,589,066 38,574

敷金及び保証金の差入による支出 △34,882 -

その他 △2,782 △10,637

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,431,595 △126,910

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △2,364,300 △16,119

長期借入れによる収入 1,663,180 -

長期借入金の返済による支出 △1,334,579 △240,017

リース債務の返済による支出 △83,373 △80,524

自己株式の取得による支出 △85 △83

配当金の支払額 △28,067 △56,134

セールアンド割賦バック取引による収入 - 100,250

セールアンド割賦バック債務返済による支出 - △9,755

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,147,225 △302,384

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,452 △4,431

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 283,269 △6,295

現金及び現金同等物の期首残高 1,948,144 2,242,744

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,231,414 ※ 2,236,449
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【注記事項】

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第2四半期連結会計期間より、平湖黒田捷納泰克商貿有限公司は、重要性が増したため、連結の範囲に含めてお

ります。

 

（会計方針の変更等）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につい

て退職給付の見込支払日までの平均期間とする方法から退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第2四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

この結果、当第2四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が409,846千円減少し、利益剰余金が264,351千円

増加しております。また、当第2四半期連結累計期間の営業損失、経常損失および税金等調整前四半期純損失に及ぼす

影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 

　　　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成26年3月31日）
当第２四半期連結会計期間

（平成26年9月30日）

受取手形割引高 300,313千円 300,280千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

人件費 627,668千円 684,015千円

賞与引当金繰入額 62,064 75,608

退職給付費用 38,648 41,547

役員退職慰労引当金繰入額 13,336 9,318

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 2,256,858千円 2,261,893千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △25,444 △25,444

現金及び現金同等物 2,231,414 2,236,449

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 28,067 1.00  平成25年３月31日  平成25年６月28日 利益剰余金

 

（2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 56,134 2.00  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

（2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書計

上額（注）2
 

駆動
システム

金型
システム

機工・計測
システム

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,394,572 1,263,719 1,770,594 5,428,885 － 5,428,885

セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,942 － 2,498 8,440 △8,440 －

計 2,400,514 1,263,719 1,773,093 5,437,326 △8,440 5,428,885

セグメント利益又は損失(△) 47,090 △164,141 △119,613 △236,664 △15,060 △251,724

 （注）１　セグメント損失の調整額△15,060千円は、セグメント間取引消去△2,166千円と報告セグメントに帰属し

ない一般管理費△12,894千円であります。
　　　　２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
 
 

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書計

上額（注）2
 

駆動
システム

金型
システム

機工・計測
システム

計

売上高       

外部顧客への売上高 3,011,560 1,729,420 1,917,717 6,658,697 - 6,658,697

セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,854 5 3,953 11,813 △11,813 -

計 3,019,414 1,729,425 1,921,670 6,670,510 △11,813 6,658,697

セグメント利益又は損失(△) 52,420 △178,161 △56,782 △182,524 △28,929 △211,458

 （注）１　セグメント損失の調整額△28,929千円は、セグメント間取引消去△2,706千円と報告セグメントに帰属し

ない一般管理費△26,223千円であります。
　　　　２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）
37円33銭 △3円44銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
1,047,646 △96,659

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
1,047,646 △96,659

普通株式の期中平均株式数（千株） 28,067 28,064

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成26年11月14日

黒田精工株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 新井　達哉　　印

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 和田　磨紀郎　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒田精工株式会社

の平成26年4月1日から平成27年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成26年7月1日から平成26年9月

30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成26年4月1日から平成26年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒田精工株式会社及び連結子会社の平成26年9月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

会社の平成26年3月31日をもって終了した前連結会計年度の第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成25年11月14日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成26年6月27日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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